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「クリスマスおめでとうございます」 
チャプレン 滝田浩之

 

先日、ある姉妹をホームから御国へと

お送りいたしました。入居されてすぐに

洗礼を受けられた姉妹でした。私は最初、

この姉妹に洗礼を授けることを戸惑って

いたところがありました。それは姉妹が

以前いた施設では熱心にある宗教を大切

にされていたことを知っていたからです。

ホームがキリスト教主義の施設だからと

いう理由で洗礼を受けるのであれば、む

しろご本人が大切されてきた信心を大事

にして欲しいという願いがあったからで

す。しかし、姉妹は洗礼を受けることを

望まれ、イエスさまは洗礼を受ける動機

や理由を問わず求める者に与えるに違い

ないと信じて洗礼式を行いました。 

るうてるホームのチャプレンになって

教えられることは、人生には外側からで

は想像もつかない様々な重荷があるとい

うことです。その意味では姉妹の人生も

また、筆舌に尽くしがたい重荷を負うも

のでした。そして、それは家族全体を覆

うものであり、一般論として家族はかく

あるべしでは決して解決しない破れ、そ

してそれに伴う痛みを伴うものでした。 

チャプレンとして、姉妹の人生のひと

コマを教えて頂いたり、あるいは職員の

方から、その家族のことをお聞きする中

で、私は姉妹が、なぜ洗礼を受けること

を求められたのか、むしろ姉妹が洗礼を

受けてから、より一層知ることができて

いくという不思議な経験をさせて頂きま

した。そして姉妹がるうてるホームに来

て熱心に洗礼を受けることを望まれたの

は、姉妹のいわば叫びだったのだと今は

考えるのです。「助けてください！」とい

う叫びです。「支えてください！」という

叫びです。 

この叫びにホームが少しでも「支える

手」として、「助ける手」として用いられ

ていたなら、何よりも姉妹が、キリスト

が自分を支えておられることを肌で感じ

てとっていてくださったなら、これほど

大きな喜びはありません。 

クリスマスが来ようとしています。主

が「慰め手」として、「弁護者」として、

何より「助け手」として来てくださって

いることを、私たちはこの場所を通して

証ししていきます。建替えから一年、福

祉への風当たりは強く、皆さんの支えな

くしては乗り越えることができません。

どうか私たちの「支え手」と「助け手」

となってください。お願い申し上げます。 
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「たくさんの思い出を携えて新天地へ」 
軽費事業部長 中村みどり 

昨年１０月、新しい建物をいただいて新

天地での生活が始まりました。諸教会のお

仲間たち、ボランティアの方々、職員のOB

のお働きもあって入居者の方々の荷物の整

理や、お掃除など手際よく片付けてくださ

り新しい生活をスムーズに始めることがで

きました。不安な思いや戸惑いを払拭させ

てくださる心強いお支えをいただきました。

この一年をあらためて皆様に感謝申し上げ

ます。 

ケアハウスの一日は朝食に始まります。

パン食の方、ご飯を召し上がる方、選択は

自由です。暖かいみそ汁の香りが家庭の朝

の雰囲気を感じさせます。食事を終えると

エレベーターで３階に行かれる方２０名ほ

どいらっしゃいます。朝の礼拝が９時に始

まります。特養の方々も車椅子や押し車を

押しながら参加されます。ケアハウスの

方々が自発的に礼拝当番を決めて日々の担

当を計画しておられます。週１回はチャプ

レンが礼拝担当を引き受けてくださり、引

き続き聖書の学びをする時間を与えてくだ

さいます。始まりは全員で賛美歌を高らか

に歌い、担当者が聖書の箇所を拝読し、聖

書日課を読み、担当者の祈りに全員がここ

ろあわせて静かに祈る、この「ひと時は」

るうてるホーム開設から続けられています。

そして新しい建物でも引き継いでこられた

ことは何物にも代えられない喜びです。 

日曜礼拝は地域の教会や入居されている

方々の母教会から牧師や信徒の方々が来て

くださり継続されています。美しい礼拝堂

でにぎやかに出会いを楽しんでおられます。 

諸教会の信徒の方々の賛美フラ、ハーモニ

カによる賛美、コーラスの方々の賛美を楽

しむひと時もあり、お交わりの時間も多く

なりました。ご自分の信仰を人生の終わり

まで保ち続けたいと思う方々が多くいらっ

しゃいます。ケアハウスから特養に移動し

た方もおられますが、自分では礼拝に行く

ことができなくても、職員の手に支えられ

て礼拝に参加しておられます。素敵な礼拝

室はお仲間や、親しき人との出会いと神様

との交わりのひと時を与えて下さいます。 

ケアハウスは自立をお支えする、「介護予防

施設」であることから、できるだけ日常の

生活をご自分で計画して自由に過ごすこと

ができるように配慮しています。朝の時間

は、デイサービスに出かける方が「行って

きます」と声を掛けて出かけます。グラン

ドゴルフの試合に行く方、買物、病院、そ

れぞれの一日が始まり豊かな時間を過ごし

ていることを感じ、安堵する瞬間です。入

居しておられる方々の年齢は 60歳代から

最高齢の方97歳まで。 

少しお体の変化があっても介護保険のサ

ービスを上手に利用してご自分なりの生活

を楽しんでおられます。ケアハウスのお風

呂は特に個浴は皆様が自由に利用できるた

め、好評です。大浴場は数人のお仲間が汗

を流しお話しする機会を楽しんでおられま

す。 

各ユニットの暮らしは、初めはぎこちな

い様子もありましたが、さすが、女性のパ

ワーはたいしたものです。お料理に、お菓

子にと手作りを楽しんでおられます。手作

りには愛情が溢れていますから、皆様の笑

顔がほころんでいます。暑い夏には日よけ

のゴーヤがすくすく育ち、大きくなったゴ

ーヤはあっという間にゴーヤジュースに変

身。この夏を乗り越えた最大のパワーの源

はこれだったかもしれません。「支えつつ支

えられて」の言葉がケアハウスに暮らす

方々の中にも浸透しているように思います。 

ホームの玄関に立ち止まって十字架を見

上げるとこころ引き締まる思いがいたしま

す。また、業務を終えて帰るときには、薄

暗い中にくっきりと輝くステンドグラスを

眺めると豊かな気持ちを感じつつ我が家へ

向かう事ができます。洗足のキリストの姿

は働くものの理想の姿ですから、「今日の働

きはどうだったか」と問われているような

気がいたします。建物の姿が「ホームの理

念」をあらわすシンボルとして内外に示し

ています。さて、働く者としてこのシンボ

ルにふさわしく理念を貫いていく、継承す

る気持ちを新たにしていくことが求められ

るのではないでしょうか。
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「今持てる力を精いっぱい」 
地域支援事業部長 廣瀬雅典 

“今持てる力以上のことはできない。” 

これが、移転後の一年を振り返っての私の

実感です。 

移転の 2年半前、職員間でも移転に向け

ての議論が始まり、私自身もいろいろな構

想をもつようになっていました。 

「移転を機に、あんなこともやりたい。」

「移転を機に、こんなことはやめよう。」「移

転を機に…・」 

当時を振り返ると、移転は日ごろの実践

や事業運営の方法などを改めて深く考え直

してみる機会となり、夢や理想を語り合う

うちに何か“移転を機に”自分たちの持て

る力が増大し、すべてが一気に解決し、理

想的な環境となり、レベルアップした職員

集団になり、すばらしい支援を実践できる

ようになる、そんな昂揚感を抱いていたよ

うに思います。 

もちろん、移転が迫ってもそんな都合の

いいことが起こるわけもなく、引っ越しの

準備や新たな環境での支援方法の具体的な

検討を始めると、日ごろから私たち職員が

抱えているであろう課題がそのまま表出し

てしまっていることを感じはじめていまし

た。 

発信力や意思疎通の弱さ、目標共有のあ

いまいさ、全体を見据えての自らの行動の

選択の不確かさ、日々の支援を言語化する

能力のつたなさ…。慌てて解決に向けて取

り組んでみるものの日ごろからの課題であ

るだけにそう簡単に乗り越えられるわけも

なく、移転を何とか成し遂げるために自分

たちの今持てる力で何とか目の前に迫るハ

ードルを一つ一つ飛び越える、そんな毎日

だったように思います。 

そんなドタバタの中でしたが、今回の移

転で私たちは改めて日ごろの実践を吟味し

直す機会、すべての入居者様・ご利用者様・

職員が一つに集える建物、そして、すぐ隣

に支援を一緒に取り組む仲間が居る環境を

与えられました。最初は何かぎこちなかっ

た職員関係も、一年が経つと少しずつ小さ

なたくさんのつながりが生まれています。

小さなつながりが広がってくると、支援に

迷ったらすぐに相談し合える、悩んだり気

になったりすることがあればすぐに相談で

きる、やりたいことを思いついたらすぐに

披露できる、そんな環境に変化し始めてい

ます。 

こんな環境の変化によって、私たちは自

分の仕事だけではなく他の事業所の仕事へ

の関心が深まりました。この仲間と一緒に

持てる力を高めることができるかも、とい

う思いを抱けるようになりました。その結

果、職員が足りない事業所への職員同士の

応援も頻繁になりました。職員の発案で、

入居者様、ご利用者様のニーズを解決する

ための公的制度の枠を超えたサービス提供

の検討もはじまりました。勤務が終わった

職員有志が集まり、例えば介護保険法改正

の研修など研修会や勉強会なども始まりま

した。 

こうした取り組みで職員の持てる力が一

気に増し、課題を一気に解消して成熟した

職員集団となってすばらしい支援を実践で

きるようになる、そんなことは起こりえな

いことを今は理解しています。けれども、

この一年の職員同士の連帯を土台にした一

つ一つの取り組みが、私たちの持てる力を

たとえ少しずつでも高めていると信じてい

ます。 

 

“今持てる力以上のことはできない。” 

あの時そう痛感したからこそ、今は、私

たちの持てる力を少しずつでも高めていけ

るよう、毎日を大切にしていこうと思って

います。 
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「よりよいサービスを目指して」 
通所事業部長  杉本 匡子 

通所事業部にとって新施設への移転は大

きな転機となりました。新しい施設では、

利用者が変わり、ハードが変わり、職員の

異動があり、障害のある方々への新事業発

足がありました。 

開設当初は、高齢では、それまで行って

いたサービスの延長となりました。新施設

でのサービスを職員で長い時間議論し、計

画をしました。しかし、慣れないハードに

とまどい、新しいことになかなか取り組む

ことができず、ジレンマに苦しみました。

また、利用の申し込みも多く、日々の業務

をこなすことで精一杯となりました。 

そんなある日、お客様のつぶやき「今、

私なにしたらいいの？することないやん。」

が聞こえました。それは、小規模デイを利

用されていた方からのものです。定員35名

と定員10名では、職員のお客様への対応の

親密さが違います。また、小規模では、お

風呂もないので、時間の余裕が違います。

しかし、お客様の気持ちに答えたいという

一心で、チームや、ミーティングで話し合

いを進め、新しいプログラムの始動へとな

りました。体を動かすプログラムや、手工

芸、麻雀、囲碁等を取りまぜて、お好きな

時間を過ごしていただきました。今では、

プログラムも起動に乗り、また新しい取り

組みを始めたところです。 

障害分野では、生活介護という介助の必

要な方への通所サービスと、就労継続支援

Ｂ型という就労までのお手伝いをする事業

を始めました。生活介護では、利用者同士

でお好きな時間をすごしておられます。こ

れも最初は何かしなければならないのでは

ないかと悩みましたが、家を出て自分の居

場所を作ることが大事なことではないかと

感じています。就労継続支援Ｂ型では、ホ

ーム内の清掃作業の委託を受け支援活動を

行っています。生活での相談をふくめなが

ら、働く喜びを感じて通所していただける

ように働きかけをしています。 

当事者の親なき後を住み慣れた地域で過

ごせるよう、るうてるでお支えできるよう

構築していきたいと思います。 

 

通所事業は利用までに、体験をしていた

だくシステムがあります。サービスの評価

が利用率に顕著にでる事業部です。選んで

いただける施設になるように日々問題意識

を持って取り組んでいかなければいけませ

ん。 

自分たちのサービスに自信を持ちつつ、

見直しをしながら、日々サービス向上を目

指して立ち止まらずに進んでいきます。 
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「ユニットケアへの移行の中で」 
特養事業部長 高田真希 

特養では昨年10月の移転以降、ユニット

ケアに取り組んでいます。私たちには「個

別ケアを充実させたい」、「家庭的な雰囲気

を大切にしたい」という強い思いがありま

すが、今まさにそれに向かってチャレンジ

を重ねているところです。 

 そのような中で、お客様お一人お一人へ

の視点は確実に深まり、生活支援の内容も

様々な展開が見られるようになってきてい

ます。例えば、信仰を大切にされている方

には、毎朝礼拝にお誘いし、日曜には主日

礼拝へ参加していただいています。希望さ

れる方には、ご家族や職員付き添いのもと、

母教会へ行かれる方もおられます。最近で

は、隣接の大東市や大阪市内の教会まで行

かれた方もあり、それぞれたいへん喜んで

おられました。最期の過ごし方や葬儀のも

ち方について相談をお受けすることもあり

ますが、その際は、内容に応じ、チャプレ

ンや母教会の牧師先生にも話を聴いていた

だいています。 

 生活支援をさせていただく職員は必ずし

もクリスチャンではありませんが、「お客様

が大切にしていること」を理解し、その方

と信仰とを結びつけて支援を展開していく

ことについては、ごく自然に成されている

と思います。 

また、移転以降、ホームでの葬儀を希望

される方も増えています。ホームではキリ

スト教式の葬儀となりますが、信仰の有無

にかかわらず、ご希望があれば執り行われ

ます。葬儀をされない場合でも、ご家族の

意向で一旦ホームへ寄ってくださることが

あり、玄関先などでお別れの時をもたせて

いただいています。このように、利用して

くださった方のご家族が、親しみをもって

ホームや共に過ごした仲間を思い起こして

くださることを今後も大切に考えていきた

いと思っています。 

最近では、看取り（ターミナルケア）に

ついて、ご家族から具体的な相談をお受け

することも出てきています。病院ではなく、

ホームで顔なじみの職員のケアを受けて最

期まで過ごしたいというのが趣旨です。看

取りに向けての支援は、まだまだ試行錯誤

の部分が大きいですが、十把一絡げで議論

するのではなく、お一人お一人への関わり

を通して学びを深めていきたいと思います。 

ユニットケアに転換し、お客様と職員の

関係性はより深くなりつつあると感じてい

ます。また、それに呼応し展開するサービ

スも少しずつ変化してきています。今後も

チャレンジを重ね、ケアの質を高めていき

たいと思います。応援、よろしくお願いい

たします。 
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「移転後一年を経過して」 
          総務部長 米田 節子 

 
後援会の皆様のお祈りによって新しいる

うてるホームが私達に与えられてあっとい

う間の一年が過ぎました。建て替え前のホ

ーム、特に軽費ホームは約５０年を経過し

た誠に思い出深い建物で、敷地内の桜の１

本１本や天高くそびえたっていたメタセコ

イアのそれぞれに植樹した時の先輩達の思

いがいっぱいに詰まっていましたから、そ

れらを残してくるのは心苦しいものでした。  

前のホームをご訪問して下さったお客様

は皆さんが「ここに来ると何だか懐かしい

気持ちになります」とおっしゃって下さい

ました。建物は新しくなりましたけれども、

今度のホームもまた皆様から故郷として受

け入れて頂けるだろうかとの思いを持って

過ごした一年でした。 

施設としての建物はもちろんバリアフリ

ーですし、廊下は広々として車椅子でもす

れ違うことができます。居室のトイレもゆ

ったりとしています。設備もお風呂や各所

の手すりをはじめ、これまで培ってきた介

護力を十分発揮できるように整えました。

さて肝心の「心」はきちんと命の吹込みが

できているのでしょうか。 

幸いなことに新築移転後のるうてるホー

ムへは本当に多くの方が来訪されています。

竣工直後はそれでもきっと沢山来られるこ

とだろうと予想していましたが、１年を経

過した現在でも引き続き多くの方がお見え

です。入居ご希望の方や、デイサービスの

ご利用ご希望の方、事業所のケアマネさん

ももちろん来られますが、嬉しいのはご家

族やご友人、知人の方が本当によくお訪ね

下さっていることです。広くなった居室に

は泊まって頂くこともできますから、ゆっ

くりとホームで過ごしてもらえています。 

毎朝の礼拝はこちらに来ても続けられて

いますが、特筆すべきは日曜日の主日礼拝

でしょう。ルーテル教会の牧師先生を中心

に、様々な先生方が関わって下さり、１日

も空くことなく続けられている礼拝ですが、

こちらも先生とご一緒に各教会の信徒さん

が毎週のように来て下さっています。実際

にホームをご覧になって、またお祈りに覚

えて頂けるのは感謝なことですし、私達と

思いを共にし、神様に守られているこのる

うてるホームでご自分らしく生活を送りた

いと思ってもらえたら、これに勝る喜びは

ありません。 

 私達はいつも、最初にホームを造ろうと

決心された先輩の思いを決して忘れること

なく、今私達がこの地で神様から託されて

いる事業を進めていきたいと強く感じてい

ます。現在は主に高齢の方々と障がいの方

との関わりですが、次に私達がどう進んで

行けばよいのか、それは神様の腕としての

私達の働きとしてきっと与えられる道があ

ると信じています。 

 どうぞ今後ともお支えを下さいますよう

ご指導、ご鞭撻をお願いいたします。
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「るうてるホームを地域へ広げる」 

～るうてるホーム 100 年後につながる取り込み～ 
                     常務理事 石倉智史 
２００９年に立てた中長期計画について

は今年度をもって最終年とし、計画の評価

とともに、次期中期計画策定へ向けて新た

な検討をはじめています。移転計画は計画

通り実現しましたが、この建物を活かした

事業展開はこれからが正念場です。また人

材育成についても、組織化や次世代育成に

ついての取り組みを継続して行うことがで

き、少しずつではありますが組織としての

一体感も増してきたように思います。 

昨年１０月の移転以降、地域の方々に気

持ちよく受け入れてもらえるだろうか、新

しいお客様は来てくれるだろうか、と当初

はやきもきすることもありましたが、連日

多くのお客様がデイサービスに来て下さっ

たり、見学や相談などの問い合わせも地域

の方々から多くいただくことができ、感謝

の毎日を迎えることができました。つい先

日も移転一周年を記念して「ウェルカムる

うてる」という小さなイベントを行いまし

たが、なんと 100名を超える地域の方々に

来ていただき、当日用意をしたぜんざいや

おでんなどがあっという間に売り切れてし

まいました。またご高齢の方々のみならず、

小さなお子様を連れた若いご夫婦もたくさ

ん来場して下さり、ゲームコーナーでの子

供たちのにぎやかな声がホーム全体に響い

た普段にない光景を見ることもできました。 

この一年が神様に守られてきたことを感

謝しつつ、今こうしてまた新たな一歩を踏

み出す時が与えられています。次期中期計

画では、第一に人材育成に重きをおいた計

画をたてていくことが大切であると考えて

います。ご存じのように福祉業界全体が人

手不足の状況になっており、いかにして離

職を防ぐかと同時にいい人材と出会えるか

が鍵となってきます。近隣の大学、専門学

校、高校はもとより、全国のキリスト教系

の大学などとも連携を強化し、実習生の受

け入れや就職ガイダンスへの参加など積極

的に関わっていきます。 

また、就職後の研修体系の充実をはじめ

として、具体的なキャリアプランがたてら

れるような育成体制を早期に構築し、資格

取得のための奨学金の創設なども視野にい

れて職場環境の向上を目指していきます。 

二つ目は地域貢献への取り組みです。こ

れから迎える超高齢社会では、地域での共

助、互助が求められています。わたしたち

が培ったノウハウを活かし、制度の枠を超

えて地域に対して様々なサービスを広げて

いくことに取り組んでいきます。具体的に

は子育て世代や子供たちに施設設備を開放

していくことと、大規模災害時や生活困窮

者へのシェルター的役割などが考えられま

す。そして三つ目には、もちろんこれらの

ことに取り組んでいくためには本業である

事業を安定して経営していかなければなり

ません。経営目標を明確にし、計画的に実

施できるよう組織体制のさらなる進化が必

要です。幸いわたしたちには、「るうてる法

人会連合」という強い味方があります。そ

こでの資源を有効に活用していくことで、

他の社会福祉法人とは違うエッセンスをサ

ービスに加えていくことができると信じて

います。 

今後予定されている介護報酬の改定をは

じめとして社会福祉法人への風当たりはま

すます強まってきています。こういう時だ

からこそ、私たちは思いを一つにして「支

えられつつ、支えて」ということを実践し

ていかなければなりません。 

移転してはじめての春、旧地から持って

きた小さな桜の木は植木鉢の中で奇跡的に

根付きました。あの玄関先にあった大木の

ようになるまでには随分と時間がかかるか

も知れません。どのような困難な時にあっ

ても私たちは日々の祈りと感謝をもってす

べてを神様にゆだねて進んでいきたいと思

っています。
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後援会ご献金感謝報告 
2014年3月1日から2014年11月15日までの献金総合計は1,894,487円ございました。 

多額のご献金ありがとうございます。感謝しつつ報告いたします。  

編 集 後 記  

今号は、新たな装いでスタートした各事業部の日々の生活を多くご紹介させて頂きました。 

日々の業務の様子、利用されている方の様子、礼拝の様子などがみなさまに届き、より「るうてるホ

ーム」を身近に感じて頂ければと願っています。 

瞬く間に開所して 1 年です。新しい建物が与えられた喜びの余韻に浸る間もないほど、時の流は早く、

確実に変化していきます。このような変化の中でも、るうてるホームにおいて変わらないのは、後援

会のみなさまの力強いお支えです。どうか、よろしくお願い申し上げます。（T） 

 


